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ある自閉症児の長期にわたる自閉的態勢の経過と

post自閉的態勢に向けての心的作業(描画の変遷を通して)

神野 秀雄*

問題の所在

幼児期の自閉症児は,落ちつきなく動き回り,

多動の状態である。また電気のスイッチをつけた

り消したり,トランポリンに熱中したり,回るも

のは何でもクルクルと回そうとしたり,オモチヤ

等何でも一列に並べたり,砂場ではサラサラと指

の間から砂を落としたり,プールでは欣喜雀躍し,

水遊びを楽しんだりしている。このような感覚刺

激を求め続ける状態を指して筆者は,「自閉的態

勢」と呼ばうと思う。自閉症は, Kanner, Lバ1943)

が述べているように,人間に生来的に賦与されて

いるaffective contactが,おそらく生物学的な理

由によって障害を受けているために対人交流が困

難であろうと思われるが,対人的,情動的交流の

困難性および多動や同一性保持行動に強く支配

(occupation)され,感覚運動的な遊びを求め続

ける感覚刺激の優位な状態を「自閉的勢態」とし

て捉えたいと思う。

自閉的態勢といってもその共通性以上に,一人

一人の自閉症児の幼児期の状態像の違いは極めて

大きいのであるが,その後の変化・発達過程も実

に多様である。筆者自身の自閉症児との臨床経験

では,幼児期,自閉的態勢を示すものの,ことば

を獲得しながら次第に変化・発達していく事例が

多いような気がしている。 しかしながらこれから

検討しようとしている一事例では,長期にわたっ

て徹底的に自閉的態勢を維持し続けたといっても

過言ではない事例である。この事例の20年余のプ

レイの経過を検討しながら,自閉的態勢について

さらに深く検討するとともに,知的に最重度の自

閉症児が自閉的態勢を乗り越え,克服しようとす

る時,どんな心の作業を行おうとするのかについ

て考えてみたいと思う。

* 愛知教育大学障害児治療教育センター

1。事例 Aさん(女性)

Aさん,女性。早期破水。安産。体重3600夕。

母乳であったが,おっぱいを欲しがらなかった。

手のかからない子で,あまり泣かなかった。あや

せば笑った。歩き始めは1歳頃。転んだり,ぶつ

かっても泣かない。落ち着きがない。2歳代は多

動で親が困る行動が増えた。醤油の瓶を風呂にあ

けてしまう。大使を仏壇に塗り付ける。異食が激

しく,クレヨン,ナフタリン,脱臭剤,化粧品な

どを飲む。どういうわけかパンシロンや新パンシ

ロン等の薬を好んで飲む。水遊びが好き。手足の

爪は自分で食べてしまい,切ったことがない。マ

ーブルチョコを同じ色ごとに一列に並べることが

好き。

2歳半になってもことばが出ないため,ろう学

校に相談にいった。耳は聞こえているということ

で,まもなく本センターの筆者を紹介される。そ

の後,大学病院で自閉症と診断される。

本事例のプレイを開始したのは,Aさんが3歳

4ヵ月の時であった。以後週1[り150分を原則とし

て20年以上にわたって筆者がセラピストを担当

し,プレイを継続してきているが,現在(20代牛

ば)のところ音声言語は全くない状態である。

Aさんは,筆者のささやかな臨床経験のなかで

仏最もかかわりの困難な自閉症であった。幼児

期のプレイでは,多動傾向を示したものの,最も

特徴とする行動は,「ものを並べること」へのこ

だわりであった。3~4歳の頃は,レゴブロック

やポンキッキ時計をいくつも直線的に並べたりし

ていた。また「机と椅子」にこだわった。プレイ

ルームでは卓球台の周りにソファを幾つも並べた

り,講義室に入り,長机の周りに椅子を幾つもき

ちんと並べるのである(図1)。5~6歳の頃は,

特に「色」に関心があるようで,カラーボックス

(赤,根,青,緑等)を色ごとにそれぞれ4つづ

つ並べ,止方形のような形を作ったりする(図2)。
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またチョークにも関心を示し,講義室に入っては,

未使用の新しいチョーク(赤,青,黄,白)4本

を綺麗に並べている(図3)。また小さな積木で

は,2個をL字型にして,それを幾つも作り,整

然と並べたりしていた(図4)。大きな積木では,

それを高く積み上げ,ビルディングでも作ってい

るかのごとくであった。このように直線的な幾何

学主義的世界を好んで求めていたように思われ

た。

これらの遊び以外にもトランポリンや水遊びが

みられた。特に水遊びは,楽しそうであり,小1

の頃より,外のプールや室内温水プールでの水遊

びが主要な遊びとなっていった。

本事例の場合,家庭や学校等も含め生活全般か

ら20年余にわたってAさんの状態像を理解し,

「自閉的態勢とは何か」について考えていきたい

と思う。プレイは長期に渡っているが,小学校

(特殊学級)に入学してからは,水遊び等の感覚

的遊びが中心のプレイであり,著しい変化・発達

がみられたわけではない。Aさんの経過をみると,

家庭における過食による肥満や「トイレのサワデ

ー」や石鹸等の収集に特徴がみられたので,以下

母親から得られた家庭や学校での主要な出来事を

中心にして簡単に歴年例にそって述べていこうと

思う。しかしながらプレイ場面では,19歳頃より

絵を描くようになったり,Aさんの好きな石鹸や

スーパーマーケットの店の名前をどんどん古くよ

うになり,興味ある変化を示しか。この点につい

ては,詳しく後に考えていこうと思う。

2.Aさんの20年余にわたる経過の概要

(1)幼稚園入園より20歳頃まで(母親からの

報告を中心として)

-トイレのサワデー等の収集および過食と肥満一

幼稚園

地元の幼稚園では受け入れてもらえず,4歳4

ヵ月より某市の某幼稚園に電車に乗って1時間以

上もかけて通うようになる。幼稚園では椅子に座

れないようで部屋のすみにいる。よく泣く。この

状態が約1年あまり続いた。

5歳O力月:ナフタリンが大好きで,沢山買わ

される。ナフタリンに似ているのか,冷蔵庫の氷

をビニール袋に入れて,それをダンスに入れるの

で困る。ガムを噛んで,それを自分の髪の毛につ

ける。その部分が大分抜けて薄くなってきた。手

-

のピラピラをよくしている。思うようにならない

と自分の掌を噛む。オモチャ屋にいくと,片っ端

から買ってしまう。買わないとパニックになる。

家に持ちかえっても,箱の中もあけず,積んだま

ま。後でお店に返しにいく。それが分かるとパニ

ックになる。

5歳4ヵ月:本センターで脳波検杏を実施した

が,異常は認められなかった。

5歳7か月:この頃はなんでも並べないと気が

済まない。例えば財布からお金をだして100円,

50円,10円玉をだしてきちんとそれぞれ並べる。

6歳2か月:□の中に泡を作り,出したり入れた

りしている。

6歳5か月:幼稚園に行くようになってから,

駅などでウイロなど買うようになった。 1日5~

6千円使い1ヵ月数十万円使った。これが10ヵ月

続いた。最近はカラフルなポケットティシュを沢

山買わされる。

小学1年生(特殊学級に在籍)

4月:プレイは,この頃より温水プールや外の

プールを中心とした場所で水遊びが中心となる。

冬でも温水プールで遊ぶ。水遊びは中3頃まで続

く。8月:トイレのサワデーを毎日3個ずつ必ず

買う。幼稚園に入った頃より全く変わっていない。

箱入りのティシュも沢山ある。これでいいのかと

悩んでしまう。 11月:最近はやることがダイナミ

ックになってきた。台所に行き,アッというまに

卵焼きを作る。パン粉と卵をかきまぜ,型に入れ,

オーブ｀ンで焼く。巧くお菓子を作る。 しかし調味

料が入っていないので食塩をかけて食べた。性器

をいじるので叱ると,戸を閉めてやっている。 12

月:学校では想像もつかないことをする。昨日は,

学校の屋上にあかって端の方を走っていた。学校

中が大騒ぎになってしまった｡またトイレに入り,

自分の履いていた靴下を脱いで,その靴下に中に

大使を入れたり,水たまりの所で裸になって遊ん

でいたりする。2月:学校では男の千のトイレを

のぞく。

小学2年生

9月:学校では朝からずっとプールに勝手に入

っている。カボチャパンツを作ってくれという。

パンツ2枚を縫い,その間にワタを入れる。Aさ

んはそれを鏡の前ではいて,うっとりしているそ

うだ。3月:プレイでは,温水プールで遊ぶ。い

つも耳の中にお湯を入れる。
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小学3年生

4月:授業参観で椅子に座っているのを初めて

みた。 5月:プレイでは,お湯を耳にいれるが,

それを10分以上続ける。 6月:プレイでは, Th

(セラピスト)の着ているTシャツに水をかけて

くる。 ThのTシャツが全部濡れると,水をかけ

ることをパターとやめる。 2月:プレイでは,人

形に小さな瓶に入っだ玩具のミルクを飲ませてい

る。 C1 (クライエント)自身も口に入れ,飲む真

似をしている。

小学4年生

10月:またウイロになった。店(イトーヨーカ

ドー,ユニー,ジャスコ等)よって買う品物(シ

ャンプー,リンス,ウイロ等)が決まっている。

11月:最近口曜日にしか買い物に行かなくなっ

た。3月:家では石鹸,洗剤,サワデー,リンス,

ティシュ等が山のようになっている。春休みに某

授産所に2週間通った。

小学5年生

6月:学校では,あれほど好きなプールに入ら

なくなった。低学年の頃は,まったく制止もきか

ず入っていた。いまは制止や禁止,指示に従うよ

うになってきた。家では並べたりすることが無く

なった。 しかしやること,遊ぶことがない。片仮

名は書く。イトーヨーカドー,トヨタカローラと

いえば古くが。7月:バスに来る事を楽しみにし

ている。乗ってくる人をジロジロみて,そばまで

行き,覗き込む。2月:プレイで「フレッシュフ

ーズ ナフコ 刈谷店」と書く。

小学6年生

6月:プレイでボードにC1は指で線をひく。

Thはその上をなぞるとワンピースが出来上がり,

胸には「ひまわり」と思われる花がついていた。

母親には,「ユニー」とか行きたいところを古く

ようになってきた。9月:夏休みに某授産所に通

った。食事は全部食べる。ごはん→おかず一汁と

い引順序で｡最近やっと足の爪を切らせてくれる。

手の爪は食べてしまう。 10月:サワデーを今も買

わされている。ここまで買わされたのだから「サ

ワデー」ぐらい言わんのかと怒れてくる。「パパ」

と「ママ」が言えるとのこと。

中学1年生(特殊学級在籍)

8月:夏休みに6キロも増えた。よく食べる。

冷蔵庫のものを出して勝于に料理してしまう。肉

類が好きで,フライパンでいためて食べてしまう。

9月:日曜日ともなるとAさんの好きなものを買

ってしまう。ウイローの特選という3本いりのも

ので2500円もする。カーマホームセンターでは赤

ちゃん用の紙オムツとか。 1月:10人がかりで歯

の治療をしてもらう。以前から行きたい所を,例

えばユニーとか,書いていたが,最近は,品物の

名前,ヴィクスデポラップとか,薬の名前を沢山

書くとのこと。三越のマークを書いた。Aさんを

車に乗せ,指示通りに走ったら結局三越デパート

に着いてしまった。「どうして道順を知っている

のか。一度も車で連れて行ったことがないのに」

と母親は言われる。

中学2年生

4月:資生堂の高価な石鹸を買わさられる。

「SH」と書いて要求してくる。 10月:月曜日は

マクドナルド,火曜日はスワローとか曜日によっ

てポテトとかジュースとか買う習慣になってしま

った。 1月:今,64キロになってしまった。買い

だめしておいた牛肉を全部一人で食べてしまった。

中学3年生

4月:プレイ。この時期より,母親の意向もあ

ってプールでの遊びは終えることになった。 C1の

関心は積木である。 5月:プレイでは,急に泣き

始め,奇声をあげ,指を鼻の中にいれたり,不穏,

な状態が続いた。 10月:プレイでは,「お絵かき

先生」に[ソーダ ポテト ハンバーグ コーラ

スワロー]と古く。Aさんはいつも前の日の夜,

紙に要求の品物を書く。母親がAさんを学校へ迎

えに行くと,生徒手帳にはさんだ紙切れを母親に

渡し,そこに行くよう要求してくる。 POLAの

OOとか,化粧品関係が多い。 12月:プレイでは,

「お絵かき先生」に「Kahma カーマホームセン

ター パンパース」と古く。 1月:1日に一ヶ所

しかお店には行けない。2ヶ所要求しても,行か

ないと夜中に怒る。今はホネケーキ2個とウイロ

3本とお菓子など3~4千円掛かる。全く行った

こともないお店に,どういうわけか行けと要求す

る。Aさんの言うとおりに行くと辿りついてしま

う。新聞の折り込み広告にも大っていないし,近

くを通ったこともないのにどうして分かるのかし

ら。

中学卒業後,授産所に通所

16歳

4月:ボードド「ポテト コーラ ソーダ」等

古く。6月:昨日「SOGO」と書いたので,行
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つてきた。日曜日には,Aさん自身でドンドン料

理を作ってしまう。食事制限が難しい。 9月:8

畳の間が,サワデー,シャンプー,キャラメル,

石鹸等で山のようになっている。 11月:プレイで

は,突然泣き,メソメソしている。かと思うと急

に笑いだす。 12月:4月より10kg増えた。ものす

ごく食べる。ビールでもお酒でも飲んでしまう。

17歳

4月:モノを集める。ウイロから始まって,石

鹸(ホネケーキ),トイレのサワデー,温泉の素

など。家中そんなもので一杯だ。7月:プレイで

は,服をきたまま外プールに飛び込む。男の千

(自閉症)が水遊びをしているが,彼の側に行き,

オチンチンを覗きこむ。9月:9~10月までの2

ヵ月,グループホームに入る。 1月:グループホ

ームではパニックになることもなく無事終えた。

帰ってきたら,再び買い物に連れていかれる。

18歳

4月:プレイでは,両用紙にクレヨンを塗り付

ける。 トランポリンに乗る。ブランコをする。ガ

ットに触れる。人形の髪の毛に触れる。パチンコ

をする。積木を触る。ボードに「吉浜人形店 碧

南店 AP I TA アピタ そごう」[SHIS

EIDO]と古く。5月:84 kg。 9月:2ヵ月間,

グループホームに入る。 1月:プレイでは,ユニ

ー,ヤマナカ,吉浜人形,アピタ等の文字を繰り

返し書いていた。

19歳

4月:2か月間,グループホームに入る。 6

月:79.5kgに減った。プレイでは,リカちゃん人

形の髪の毛を嘗めたり,噛んだりしている。ビー

ズ王でネックレスを作る。椿本や色紙で遊ぶ。 10

月:最近日進町のユニーに行く。またサワデーを

集める。

20歳

5月:今は何でも食べるようになり偏食は無く

なってきた。9月:C1は于にレモンを持っている。

Thが「これ何?」と尋ねると,「先生」に「レモ

ン」と古く。色々果物の名前はかくことが出来る。

に+3=」と書くと「5」と古く。 10月:2ヵ

月間,グループホームに入る。1月:プレイでは,

「(プレイを終えて)帰ってから何食べるの?」と

聞くと,[ポテト]と「先生」に古く。「夜は何た

べるのかなー。ご飯?お肉?」と聞くと,「ごは

ん」と古く。色々きくことがうるさいようで,ま

もなく[おわり]と書いたのには,驚いてしまっ

た。1月:プレイでピクチャーパズルを出したら,

初めてやり遂げた。

20歳頃までの経過のまとめ

これまで述べてきたようにAさんの特徴は,物

の収集と過食による肥満であろう。

Aさんは,すでに5歳頃より玩具屋さんでは,

片っ端からオモチャを買い込み,自宅の自分の部

屋に積んでおくことを始めている。幼稚園に電車

で通うようになってからは,特にウイロを毎日買

うようになった。これは,「色」に関心があって

か,ﾄ青柳ウイロ」を好んで買ったようだ。小1

の頃より,収集するものは次第に限定されていっ

たようだ。 トイレのサワデー,石鹸,温泉の素,

シャンプー,リンス,化粧品等であるが,これら

は,どうも「身体」に関係するもので占められて

いるように思われる。け親によるとこれらの収集

物は,ウイロを部屋全体の端に枠のように長方形

に並べ,その中にサワデー等の収集物が高く積ま

れているとのことである。またこれらの中でウイ

ロにおいても自ら食べることはなく,ただ積んで

おき,一つでもなくなるとパニックになるようで

ある。

もう一方は過食であった。小1の頃より自ら調

理することができるようになり,冷蔵庫の中から

好きなものを取り出し,料理して食べるようにな

った。特に中学生の頃より好きな食べ物(肉類)

を自分で料理して食べるようになり,体重も増加

していき,一時は90 kgちかくになったこともあっ

たが,その後, 80kg前後で推移してきている。

物の収集と過食とは,どこか関連がありそうで

ある。サワデーや石鹸がうず高く積まれた8畳の

間と,Aさんが沢山食べ,お腹が一杯の状態とが,

あまりにも類似している。8畳の間は,あたかも

Aさんの胃袋のように思えてくる。胃袋の中のも

のを誰かにとられたらたまらない。胃に穴があい

たようなものだ。Aさんは,石鹸を沢山収集した

り,肉類を一杯食べ,何か心の空白を埋めようと

しているように思われる。しかしいくら集めても,

食べてもその空虚感は癒されないようだ。温水プ

ールでの遊びでは,お湯でボートを一杯にし,そ

れをあけて空にし,また一杯になることを繰り返

していた。また外のプールでも水で一杯にしよう

とした。外プールには,水が一杯になると自然に
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水が流れ出ていく小さな円形の排水口があるが,

Aさんは,空き缶を探してきて,それに蓋のよう

に被せてしまい水が流れないようにしてしまうの

である。Aさんの知恵に感心してしまうが,何か

が一杯になることを求め続けるのであった。

(2)20歳頃より24歳頃までのプレイの経過

一描画活動や「書くこと」への没頭と収集物

の廃棄-

これまでのプレイの経過を簡単に振り返ってみ

ると,幼児期では,物を並べることへのこだわり

が強くみられた。小1の頃より水遊びが中心のプ

レイとなり,それが中2の頃まで続いた。中3の

頃より水着を持参しなくなったが,やはりMさん

にとって水遊びが最も楽しいようで,2年間ほど

は水遊び中心のプレイが続いた。

水遊びが終了してからは,まとまった遊びがみ

られないが,C1が関心を示した主要な遊びをあげ

てみると以下のようになるであろう。

①小さな赤ちゃん人形をいつも探し,その髪の

毛を触る。身体を曲げると「オギャー」と泣くの

が面白いようだ。またC1出身の髪の毛を櫛でとい

たり,前髪を1本ずつ抜いたりする。②積み木で

遊ぶ。特に三角柱の積み木が好きで,幾つも集め

てくる。それを組み合わせて,正方形や長方形を

作ったりする。また積み木と積み木を擦り合わせ

ることをよくしていた。③色紙遊びでは、一枚一

枚手に持ってよく見ている。気に入った色紙とそ

うでない色紙を分類しているだけの遊びである

が,最後には2つの色紙の山ができる。 Thから

見ると,全く同じ色をしている2つの色紙をじっ

とみつめ弁別している。本当に何をみているのか

不思議な気がした。①紐にビーズ玉を通し,ネッ

クレスのようなものを作る。それを首にかけ,鏡

で見ている｡またラムネ玉を口の中に何個も入れ,

そのうちにそれを取りだし,手て擦ったりしてい

る。⑤トランポリン,ブランコ,三輪車,補助輪

付きの自転車にのる。ロ)バドミントンのガットが

好きのようで,いつも必ずそのガットを手で擦っ

ている｡⑥18歳の頃よりボードに好きな食べ物や,

お店の名前を沢山書きはしめた。⑦嬉しい時や怒

った時には,カエル跳びのような恰好をしてピョ

ンピョン飛び跳ねる。また急に涙を流して泣いて

いたかと思うと,突然笑いだしたりすることもあ

った。稀ではあるが怒れた時,自分の掌をひどく

噛むこともあった。

以上のように極めて感覚的な遊びが中心であ

り,筆者にとっては了解困難なことが多く,C1と

Thとの交流は極めて希薄であった。

Aさんは,20歳8ヵ月の頃より突然に画用紙一

杯にクレパスで塗りこむようになった。以後3年

半にわたってクレパスを用いた描両活動が続い

た。またAさんは,次第に収集している物の名称

やスーパーマーケットの名前を「お絵かき帳」に

古くようになっていった。以下描画活動の内容を

中心として4つの期に分けて経過を述べていこう

と思う。

I期 #540(20歳8ヵ月)~#544(20歳

10ヵ月)

画用紙全体を塗りつぶす

X年2月から3月までの2ヵ月間の5回のセッ

ションであるが,プレイの前半の30分ほどを用い

て画用紙にクレパスを塗りつけた。最初の描画

(#540)か図5である。上半分は青を激しく塗り,

その上に赤を塗りつけた。下半分は赤を塗って,

その上に青を少し塗ったものである。このセッシ

ョンでは,他にも3枚描いたが,これほど激しい

ものではなく,かって描いていたように,何色か

の色を塗りつけていた。図6は,3月の#543に

描いたものであり,赤で一面塗りたくり,その上

を青で塗ったものである。 C1は,力を入れて激し

く塗るために,クレパスが何度も折れてしまう。

どのセッションも30分ほどかけて3~4枚描き,

後半はピクチャーパズルをしていた。

コメント

Aさんは,18歳頃よりプレイ中,クレパスを見

つけると,画用紙に少しだけぐるぐると塗りつけ

ることをしていたが(例としては,後に示す図13,

図14のような描画),すぐに関心が他に移ってし

まっていた。 20歳になってからのこの時期に,初

めて感情を高ぶらせながら激しく塗りたくったの

である。図7は,このシリーズ最後の描画である

が,真っ黒に一面塗られている。あたかも心や身

体にある何かを一気に吐き出している印象を受け

るのである。このセヨションでは全部で7枚描い

たのであるが,2枚目以降では次第にピンク,黄

色,白,橙,緑など明るい暖かい色合いのクレパ

スを使い,形にならない塗りつぶしをしていた。
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5回のセッションの全体の傾向としては,最初に

トロトロしたどす黒い絵を描き,その後は次第に

明るい,暖かい色合いのクレパスを使用していた。

II期 #545(20歳10ヵ月)~#564(21歳

7ヵ月)

1本のひまわりを描く

この期は4月より12月までの9ヵ月間である。

Aさんは,4月に入ると,「ひまわり」を描き始

めた。#545では,1枚目では,これまでのよう

な塗りつぶしであったが,2枚目では突然に画用

紙に1本のひまわりを描いた。これは輪郭のみの

弱々しいひまわりであり,3枚目,4枚目になる

に従って花や葉の部分を塗りこんでいく。そして

5枚目になってやっと納得のいくひまわりが描け

たようである。それが図8である。次回の#546

でも4枚,しっかりしたひまわりを描いた。 しか

しながら続く2回のセッションでは,I期のよう

に画用紙全体に激しく赤や青の色を塗りつけてい

た。#549では,画用紙の左端に小さなひまわり

を2枚描いた。 しかしながら次回の#550では,

再び中央に大きく1本のひまわりを描いた。この

頃より,各セッションでは1枚のみひまわりを描

いた。9月9日の#556では,図9のように「昭

和ひまわり」と書いたのである。それが2回ほど

続き,その後は「平成ひまわり」と古くようにな

った。平成になってからは,次第に輪郭のみのひ

まわりになり,12月9口の#565が最後のひまわ

りの描画(図10)となった。

コメント

なかなか謎めいた「ひまわり」の描画の推移で

あった。そもそもAさんはなぜ「ひまわり」を描

いたのかという謎である。最後のひまわりを描い

た次のセッションは,約1ヵ月後の翌年の1月6

日(#565)であった。Aさんは,画用紙に次の

ように文字を書いた(図11)。黄色のクレパスで

縦に「ユり2」と書いた。次に緑色で「二わ1」,

次に赤色で「-お3」と書いたのである。筆者は,

その時は意味が全く理解できなかったが,かなり

時間を経てから,ハッと気づいたのである。Aさ

んの書いた文字を,縦に読むから分からないので

あり,横に読むと,「ユニー」[おわり]「213」

と書いたのであろうと推測したのである。この数

字の意味は未だに分からないが,ともかく[ユニ

ーは終わったんだ]と筆者にメッセージを伝えた

のだと相当時間を経てから気づいたのである。次

に「ユニー」のマーク(商標)は「ひまわり」で

もないし,ユニーと「ひまわり」はどう結びつく

のかという問題が残る。 2月の#570では,[お絵

かき先生]に「ヤマナカ 陣中店」と書き,そし

てひまわりを描き,その下に「サンフラワー」と

書いたのである。筆者は,「ヤマナカ 陣中店」

を全く知らなかったが,これもかなり時間を経て

から,「陣中店」近くに住む学生から教えられた

のであるが,ヤマナカ陣中店の屋上には,まさに

Aさんが描いたものとそっくり大きなひまわりが

店のシンボルとして描かれているとのことであっ

た。ユニーとヤマナカの違いはあるものの,要す

るにAさんの好きな総合スーパーの象徴として

「ひまわり」が描かれたのであろうと推測された

のである。したがって素直に読み取るとすると

「総合スーパー おわり」ということになる。

次の問題は,ひまわりの絵の在り方の変化であ

る。またその花の名前も,単なる「ひまわり」か

ら「昭和ひまわり」へ変わり,この頃までは,力

強く描かれていた。そして実際のところは,1回

のみ[平昭ひまわり]と書かれたことがあったが,

「平成ひまわり」になってからは,次第に弱々し

いひまわりになっていき描画は終了してしまっ

た。Aさんの描いたひまわりは,1回ごと,1枚

ごと微妙に差異がある。決してパターン化されて

はいない。何かAさんの真実の心を映し出してい

るひまわりのように思えてならない。あたかもA

さんの総合スーパーやサワデー等の収集物に対す

る過去からの何らかの変遷のようにも思えるが,

よく分からないところである。

I期では,画用紙一面にどす黒く塗られた絵が

印象的であった。また明るい,暖かいクレパスを

使い,何かが生まれる印象もあったが,そこに輝

く「ひまわり」が登場したのである。ひまわりは,

Aさんにとって最も大切な収集物を象徴している

ように思われ,H期に描かれたひまわりは,何ら

かのAさんの収集物に対する気持ちの変遷を示唆

しているといえよう。

Ⅲ期 #565(21歳7ヵ月)~#591(22歳

2ヵ月)

「チューリップ」を描くが,描画への意欲は

減退。好きな店の名前や収集物の名称をお絵か

き帳に書く。家庭では,収集物を廃棄処分する。
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この期は1月より7月までの7か月間である。

1月に入ると,1枚の用紙に大きく輪郭のみの

「チューリップ」を1本,す早く書く。 2枚日で

は別の色で同じようにチューリップを描くのであ

る。赤,青,橙,ピンク,紫など7~8色のチュ

ーリップを10枚ほど描いて終わってしまう。この

ような描画が続くのであるが,6月の終わりの#

584より,このチューリップの花や葉っぱが塗り

つぶされるようになった。

チューリップを描いてから,[お絵かき先生]

にスーパーの名前を古くようになった。例えば

「ショッピー やまね」と古く。筆者は,数回

「何を買いたいの?」と聞くと,やっとAさんは,

「ガム ロッテ梅」と書いた。このことを契機と

してAさんは,どんどんお店の名前を書くように

なった。「ユニー」と書いたので,「何買いたい

の?」と尋ねると,「カルビー ポテト チップ

おうす昧」とか,「小豆ういろ ひき茶ういろ」

等書くのである。2月に入ると,Aさんの好きな

スーパーが沢山書かれるようになった。ユニー,

イトーヨーカドー,ナフコ,APITA,ヤマナ

力,SOGO等の○○店を書いていく。「何買う

の?」と尋ねると,ウイロや石鹸が多かっか。4

月に入ってから筆者は,「お絵かき帳」を渡すと,

そこに店名と品物を筆者の質問はなくても自発的

にどんどん書いていく。毎回20~30ぐらいの店名

が出てくる。その量の多さに筆者は圧倒されてし

まうのであるが,Aさんは淡々とプレイの終了時

問まで書き続けるのである。

この期の最大の出来事は,収集物の廃棄であろ

う。正確なことは分からないが,2月頃よりトイ

レのサワデーを黒いゴミ袋に入れ,片付け始めた

ようだ。 8畳の間に高く積み上げられていた収集

物が次第に少なくなり,4月には全ての収集物を

ゴミ袋に入れ,カレッジに持っていき,8畳の間

は,きれいに片づいたとのことである。母親によ

るとウイロだけでも25袋のゴミ袋を使ったそう

だ。これを契機にして何も収集しなくなったわけ

ではないが,母親によると「ガム」のみ集めてい

るようで,箪笥の引き出しに綺麗に並べてあると

のことである。

コメント

m期にはAさんにとって最大の肝来事がおき

た。それは収集物の廃棄である。それにしても20

年間ちかく集めてきた大切な物を,なぜ廃棄する

-

気持ちになったのであろうか。基本的には,象徴

機能が発達してきたのであろうと思われる。これ

までは,サワデーにしろウイロにしろ,物その物

でないとMさんにとって満足できなかったが,上

述してきたように描くことや古くことによって代

理(象徴)機能が活性化するようになったといえ

るであろう。

I期では,突然画用紙全体を塗りつぶすことか

ら描画活動が始まった。Aさんの心身に溜まって

いた何かを吐き出すような作業であった。そして

H期では,1本のひまわりを描き続け,それが次

第に弱々しいひまわりに推移していった。 1月に

入り,「ユニー おわり」と書き,2月頃より収

集物を片付け始めたのである。今思えば,[ひま

わり=総合スーパー=サワデー等]のように理解

でき,ひまわりを描くことは,本当に長期にわた

る収集物に対するAさんの思いの変遷を辿った作

業のように思われ,その作業をやり終えて収集物

全部を捨てたのであろう。

Mさんは,いろいろな物を収集したが,その中

心はサワデーや石鹸であり,「身体」を清潔にす

る物のように思われる。一方では,過食傾向かあ

り,肥満になり,身体には一杯汚物が溜まるので

あろう。それを打ち消すかのごとくサワデーや石

鹸を収集したように理解される。

Mさんは,筆者の前で描いたり,書き続けた。

やはりこのことが極めて重要なことのように思わ

れる。筆者は,Aさんのそばに座り,Aさんの作

業を見守り続けていた。Aさんからみれば,描画

や書くことの作業を通して何かを表現しているわ

けであり,それを筆者が受けとめ,筆者の頭に浮

かぶ連想を大切にし,できるだけ感想を言語化し

ようと努めていた。このような交流を通して,A

さんの中にやっと「心の器」が形成されてきたよ

うに思われた。物その物を心に納めることはでき

ない。Aさんは眼に見える形で大量に8畳の間に

収集した。物その物の代わりに「絵」や「書きこ

とば」で代理することが出来るようになったわけ

で,まさに象徴機能の発達なのである。しかしな

がら「サワデー」と書いても，おそらく実物のサ

ワデーその物にちかいニュアンスの書きことばで

あり,象徴機能の第一歩といってもいいくらいの

レベルであろう。

19-
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2ヵ月)

「チューリップ」と空白(空間)との対決

この期は,丁度2年間であった。m期では,輪

郭のみのチューリップを描いていたが,7月頃よ

りそのチューリップの花や葉を塗りつぶすように

なった。8月は夏休みであったが,9月に入ると,

画用紙の1枚目には,6つの小さなチューリップ

を描き(図12), 2枚目には左上に2つのチュー

リップを描くのである。ここまでは,パターン化

されており,全てのセッションほぼ同じチューリ

ップが描かれた。問題は,2枚目の2つのチュー

リップを描いたあとの空白をどのように処理する

かがAさんの課題であった。この2枚目の描画が

とても興味深く思われたので,簡単に報告したい。

(I期)9月より翌年2月までの6ヵ月間の12

セッション

9月の最初に描いたものが図13である。チュー

リップの下に白と紫色を重ね塗った小さな楕円形

を描く。その小さな楕円形がセッションを重ねる

うちに数が増えていった。図14は11月の初めに描

いたものである。そしてさらにこの楕円形は,数

が少なくなると同時に形態がはっきり描かれるよ

うになり,1月では,長方形(図15)となってい

った。

(II期)2月より翌年4月までの1年3ヵ月間

の45セッション

図16 (2月)は,最初に空白が埋められた描両

である。ただし右上の部分がまだうまく処理でき

ないようであった。その後,図17 (4月)のよう

に小さな幾つもの正方形で埋められたり,図18

(6月)のように大きな2つの固まりに分割され

ることもあった。そして図19のような比較的安定

した描画が長期にわたって続いた。

(Ⅲ期)5月より8月までの3ヵ月間の8セッ

ショッ

大きく変化したのが,5月の#650であり,図

20に示されたように,赤と白のチューリップをさ

らに描き,右端には6つの4角形が描かれた。そ

して7月には,これまでずっと1枚目には,6つ

のチューリップを描いていたが,それを描くこと

はせず,図21のように赤と白のチューリップを描

き,下方に四角の固まりを描いた。このシリーズ

最後のセッションでは,1枚の画用紙に大きく赤

のチューリップを描き(図22), 2枚目には白の

チューリップを大きく描いたのである。

コメント

この2年間,Aさんはチューリップの描画活動

を通して何をしてきたのであろうか。最初の図13

では,ポンと2つの固まりが小さく,遠慮がちに

画用紙の端に現れた。映川のフイルムの1コマの

ように描画は,各セッションごとに毎回少しずつ

微妙に変化していくのである。最初の固まりは,

次第に数が増え,短冊を連想するような形や色に

なっていった。どの描画もAさんは30分ほど没頭

する。激しく力をこめて塗りこむために,クレパ

スはしょっ中折れてしまう。Aさんの全てを画用

紙にぶつけている印象がするのである。そして最

終的に完成したのは,画用紙一杯に大胆に描かれ

た1本のチューリップであり,存在感のある本当

に力強い,堂々としたチューリップであった。

心的作業という視点から考えれば,この2年間

の経過は,漠然として曖昧模糊な世界空間を自分

自身のものにしていく過程,即ち空間分割の作業

のように思われる。経過に示されたように世界空

間を3分割にしたり,沢山に分割してみたりの試

行錯誤であった。枠を最初に書き,その中を激し

く塗りこむのであり,あたかもそこに魂を入れ込

む作業を繰り返していたように感じられた。そし

て図19のような比較的安定した描画が続いた。最

終的には,ただ1本のチューリップが大胆に描か

れたのであった。これら一連の作業を通して世界

空間を自分自身のものにし,人間社会の中で自分

の身を置く居場所をみつけたように思われる。幼

児期,Aさんは椅子にこだわり続けたが,人間社

会の中で,自分の座る「椅子」をやっと見つける

ことができたように思われた。

3。全体的考察

(1)自閉的態勢について

これまでAさんのおよそ24年間の経過を述べて

きた。その経過をみると,20歳頃が大きな節目に

なり,次第に心(精神)が創造されていったよう

に思われた。 20歳頃までが,いわば白閉的態勢に

強く支配されていたと考えられるので,まずその

特徴を整理してみたい。

① 感覚について

皮膚感覚:プレイの場や学校ではプールでの水

遊びを最も好んでしていた。味覚:幼児期は異食

が激しかった。また偏食も激しかったが,しだい
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に偏食は改善された。聴覚:水遊びの時,よく耳

に水を入れていた。触覚:いつもバトミントンの

ガットを指で撫ぜている。嗅覚:トイレのサワデ

ーとか石鹸とかMさんの収集物は,一方では臭い

に関する物を集めていたようにも考えられる。視

覚:カラーボックス,チョーク,ウイロ,色紙な

ど色彩に関心を示してきた。

このようにMさんは,皮膚感覚,味覚,臭覚,

触覚,視覚などの感覚に強く支配されており,極

めて固有な,独特な感覚体験を求め続けていた。

② 記憶力について

プレイのm期のところで述べたが,21歳の後牛

より「お絵かき帳」にスーパーの名前やお気に入

りの品物を古くようになった。時間のある限り,

どんどん書き続けるのである。同じスーパーや品

物の名前も繰り返し書かれる。これはAさんが思

いつくままに好きなスーパーや品物を書いている

のかと考えていたが,どうもそれは違うような気

がしてきた。これは実は,Aさん自身の体験を書

いているのではないかと思えてきた。例えば次の

ようなことがあった。あるセッションで「ユニー

東浦店」と書き,石鹸等書き,次に「ももいろ

みずいろ きみどり」と古く。次の「ユニー日進

店」では,石鹸を書いた後に「あか きいろ だ

いだいいろ」と古く。このセッションでは,合計

12のスーパーの名前を書き,3色~5色の色名を

それぞれ書いていたが,一度として同じ色名の組

み合わせはなかった。全部で7色の色名がでてく

るが,組み合わせが重ならないように考えながら

書いていたとは思えない。母親によると,この色

名は,水彩絵の共の色のようだ。スーパーでは,

絵の具の「ばら売り」をしており,スーパーに行

っては,3~5本ずつ買った時期があったとのこ

とである。このようにAさん自身の買い物体験が

記憶されていて,その記憶に基づいて色名を書い

ていると考えるのが素直な理解の什方であろう。

同時に「お絵かき帳」に書かれる店名や品物は,

Aさんが買い続けてきた組験を記憶に基づいて書

いているようにも思われる。このことは常識的に

は信じられないが,あり得ることであろう。

③ 退行(赤ちゃんに戻りたい欲求)について

Aさんは,赤ちゃんにひどく関心を示す。本セ

ンターに来所した時,他のお母さんが赤ちゃんを

連れてきたりすると,必ず近づいて触ったり,つ

ねったりする。これまで述べてきたように,買い

物では,赤ちゃん用の紙おむつ(パンパース)を

買いたがった。パンパースを買うと,それを自分

ではいて,そこにおしっこをしてしまうのである。

また幼児期から児童期にかけては性器いじりをし

たり,男の子のペニスに関心を示した。このよう

なエピソードをどのように理解するかは難しい

が,Aさんのなかには,根本的には赤ちゃんある

いは胎児期にまで戻りたいneedsはとても強いよ

うに思われる。

④ 物を並べること,収集すること及び過食と

肥満について

Aさんは,幼児期に主としてカラーボックスを

色ごとに並べたり,チョークを並べたり,机の周

りに椅了･を整然と並べたりしていた。この並べる

ことは,自閉症児にポピュラーにみられる現象で

あり,従来より同一性保持行動として知られてい

る。その後Aさんは,サワデーや石鹸,ウイロな

どの収集を始め,それが10数年にわたって続いた。

中学生の頃より特に過食傾向が強まり肥満になっ

ていった。

以上のような特徴をあげることができると思わ

れるが,Aさんの強いneedsとしては原始感覚を

求める行為であろう。おそらく皮膚感覚を始めと

してこれらの感覚が,Aさんに最も強いvividな

実在感をもたらすのであろう。この原始感覚に強

く支配される状態を自閉的態勢といってよいであ

ろう。同時に多動であったり,外界に対して働き

かける場合は,白閉的幾何学主義といってまいよ

うな同一性保持行動となり,整理された秩序だっ

た世界を追い求めるのである。これがAさんの幼

児期の姿であろう。

加齢とともに次第に自閉的態勢から抜け出そう

とする動きは当然のことながら起きてこよう。白

閉的態勢は,一方では極めて不安の高い状態でも

あろう。むしろAさんは,不安が惹起されてこな

いように心が働き,物の収集に支配されるように

なっていった。この段階になると記憶が機能して

くるのであろう。Aさんの場合,どこのお店で何

を買ったのかについて,全てといっていいくらい

記憶されているように思われてならない。いわゆ

るsavant症候群の記憶の問題である。Aさんは,

特にカレンダー記憶が優れているわけではない

が,最も関心のあるサワデーやウイロ等をどこの

スーパーで買ったのかについては,おそらく記憶

されているに違いない。また品物そのものと,そ
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れを表す文字やマークとの連合学習もなされ,文

字が品物を表すという表象機能をもち始めたとい

ってよいであろう。 しかしながらAさんが用いる

書きことぼけ,文脈に応じて多様に使いこなす象

徴機能を備えているわけではなく,品物の代理機

能は果たしており,表象(representation)とし

て,Aさんにとっては極めてreal(こ品物を想像

(再現前)できるのであろう。

以上のように原始感覚や同一性保持行動に強く

支配されている状態を「自閉的態勢」といえよう。

Meltzer, D. (1975)は,この態勢を“mindless"

と呼んだが,おそらく記憶に関する能力は機能し

ているように思われる。自閉的態勢は,バラバラ

の感覚の世界であるが,Aさんの収集物の多くは,

「身体」に関連があるように思われ,また過食や

肥満も当然のことながら身体の問題であり,どう

も「身体」の問題が共通のテーマのように思われ,

山上(1999)も述べているようにパラパラな身体

感覚や身体イメージを統合することが最初の重要

な心的課題であることを示唆している。

(2)「自閉的態勢」を乗り越え,克服しようと

する過程

Aさんは,幼児期より青年期までプレイ場面で

は,感覚遊びを好み,物とのかかわりか,あるい

は自分白身の身体にかかわることを続けていた。

20歳頃より突然に描画活動が始まった。画用紙一

面にどす黒い色を塗り始め,間もなくして輝く1

本の「ひまわり」を9ヵ月間ほど描き続けた。そ

れを終えてから,これまで収集した物を片付け始

め,とうとう全ての収集物を廃棄してしまったの

である。ほぼ同時にスーパーの名前やお気に入り

の品物の名前を猛烈に書き始めた。また並行して

「チューリップ」を2年あまり描き続け,最終的

には,堂々とした大きな1本のチューリップを描

いたのであった。

「ひまわり」の描画は,輝くひまわりが,次第

に枯れていき弱々しくなっていった。その後に収

集物を廃棄したことを考えると,このひまわりは,

収集物との別れの儀式のようにも思われる。一方

チューリップでは,画用紙の空白を必死に塗りた

くり,そこから何かが生まれそうな感じを抱かせ

ていた。 2年間という長い時間を使いながら,や

っとのことで生き生さした,存在感のあるチュー

リップを描くことができたのである。最初に2つ

の小さな楕円を描き,それが2年間かけて育まれ,

チューリップとして誕生したといえよう。このこ

とは同時にAさん自身の誕生でもあろう。

4年間Aさんは,筆者のそばで描き続けた。A

さんは,自分の思いを描川を通して表現した。 ド

ナ・ウィリアムズ(2000)は,自閉症児の

“exposure anxiety"を訴えているが,Aさんの中

に表現しても大丈夫だ,安全だという感覚が生ま

れてきたのであろう。表現されたものが筆者の中

に投げ込まれたのかもしれない。筆者は無意識の

うちにその場に浮かぶ感情を大切にし,Aさんに

投げ返していたと思う。殆ど無意識的な交流が自

然に生起していたかもしれない。

「ひまわり」は過去との決別であり,「チュー

リップ」は新生への険しい道のりであった。具体

的には,画用紙の空白にいかに対決していくかと

いう課題であった。これは空間世界をいかに親し

みのある,自分に馴染みのある世界にしていくか

という作業であり,これらの作業を通して現実の

人間社会の中にAさん自身の身を置く居場所を見

つけたように思われた。

このようにAさんの長い経過を振りかえると,

自閉的態勢を乗り越えることが,いかに大変なこ

とであり,いかに困難なことであるかを,あらた

めて教えてくれているような気がしている。Aさ

んは,完全に収集物と別れたわけではない。その

後も「お絵かき帳」にスーパーやお気に入りの品

物の名前を書き続けており,自閉的態勢からpost

白閉的態勢に向かうことは,何と困難なことなの

かと思うのである。

(本論文をまとめるにあたり,快諾して下さった

ご家族の方に心よりお礼申し上げます｡)
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